
 

  

 本年度、第３回彦根マイ☆（スター）賞として作品を募集した
ところ、マイ☆１家庭での自主勉ノート部門・マイ☆２ずっと続
けてがんばっている部門の２つの部門であわせて２３１点の応募
がありました。 
 ここでは、入賞された方の作品の一部を紹介します。 
 今後の取組の参考にしてください。 



【マイ☆１  家庭での 
                                自主勉ノート部門】 

応募総数 ２０６点   



  

最優秀賞 

西中学校２年  
 橋本 実侑 さん 

○他の人が見ても、その学習のポイントが分かるように色や 
  イラストを使って丁寧にまとめられています。 
○付箋紙で大切なポイントや注意点を際立たせているため、 
  後からでも見やすく繰り返し活用が可能なノートとなって 
  います。 
○学習のタイトルが明示されていて何をしているのかよく分か  
  り、その日にたてためあてや自主学習の内容に沿って振り返 
  り、自身の生活との接点等を毎日記録しています。 
○どのページも文字が丁寧で、図表等は必ず定規を用 
  いてかいています。 

















特  選 

西中学校２年  
 辰見  優衣さん 

  

○注意点やポイントを書き込んで、自分に対して注意 
 を促したり、確認したりしています。 
○めあてを具体的に示し、それにかかわる大切なポイ 
 ントを確認した後に練習問題に取り組み、間違った 
 ところは直しています。 











特  選 
鳥居本小学校６年   
 安田  絢光  さん 

  

○自分なりの方法を生かして学習内容をノートにまと 
 めています。 
○算数科では、分数などの計算で、答えを出すまでの 
 考え方を線分図やコメントなどで分かりやすく説明 
 しています。 
○誤字や脱字がほとんどなく、毎日丁寧に家庭学習に 
 取り組んでいる様子が伝わります。 











特  選 

佐和山小学校６年  
 岸本 遼太 さん 

  

○読売新聞の「編集手帳」を要約し、その内容に対し 
 て、自分なりの感想を述べています。 
○本文の中で読めなかった漢字については読み方を調 
 べ、その意味も記録して、自分の語彙数を増やして 
 います。 











入  選 

西中学校２年  
 陌間 紗佳 さん 

  

○付箋紙を活用して、学習のポイントを強調しています。 
○社会科では、これまでに自身がもっている知識や、既 
 習の内容をメモ形式で記載するなどの工夫がみられま 
 す。 
○練習問題は必ず答え合わせや間違いの直しを確実にし 
 ています。 









入  選 

鳥居本小学校２年  
 安田 有輝歩 さん 

  

○漢字やかたかな、くり上がりのあるたし算やくり下 
 がりのあるひき算の筆算、かけ算、長さの計算や図 
 形など、国語科や算数科の基礎基本となる内容にバ 
 ランスよく取り組めています。 
○１冊をとおしていつも丁寧な文字で学習することが 
 できています。 









入  選 

若葉小学校３年  
 山岡 蘭丸 さん 

  

○漢字一文字ひと文字について丁寧に学習を積み重ね 
 ています。 
○学習する漢字を青で囲み、読み方、部首、書き順、 
 画数、使い方や短文というように、同じスタイルで 
 根気よく取り組んでいます。 
○誤字や脱字もほとんどなく、文字に対して意識の高 
 さが感じられます。 









入  選 
鳥居本小学校５年  
 安田 真耀  さん 

  

○大切だと思う言葉は色をかえて表記するなど、ど 
 のような内容を身につけたいのかよく考えながら 
 学習に取り組んでいます。 
○どの教科も、自分で図や絵をかくことで理解を深 
 めています。 
○文字や図をバランスよく配置し、丁寧に学習に取 
 り組んでいます。 









入  選 
佐和山小学校６年  
 福原 叶夢 さん 

  

○「オリジナルの図鑑」では、特徴ある植物の書き 
 方を工夫したり、なかなか価値を見いだしにくい 
 雑草に、小さいながらも固有の特徴があり、立派 
 に生きているという視点で、雑草にも向き合った 
 りしています。 
○他教科の学習においても、算数科では円の面積を 
 求める道すじを説明したり、社会科では歴史上の 
 人物像をひと目で比較できるようにまとめたりす 
 るなど、細かな工夫がみられます。 









入  選 
稲枝東小学校６年  
 井口 綾菜 さん 

  

○どの教科もまんべんなく学習することを大きな 
 めあてとして、それを実践しています。 
○問題場面や、解決を支える絵や図は分かりやす 
 く、短い文章による解説も添えられ、あとに 
 なってからでも活用できるノートになっていま 
 す。 









入  選 

稲枝東小学校６年  
 明石 怜子 さん 

  

○大切なポイントは色づかいをかえるなど、要点 
 を押さえた学習となっています。 
○既習の漢字学習で間違いやすい所を示したり、 
 理科などで大切な語句などを際立たせて記した 
 りしています。 
○基礎基本だけではなく、時折、豆知識や自分の 
 興味関心にかかわる内容を織り交ぜるなど、家 
 庭学習に楽しみながら取り組んでいる様子が感 
 じられます。 









入  選 
稲枝東小学校３年  
 北村 夏帆 さん 

  

○漢字の学習では、間違いやすい所を赤で示し、 
 その漢字を使った言葉も丁寧に練習しています。
○百人一首や国語辞典を用いた言葉調べなど、幅 
 広く学習しています。 
○理科の学習では、場面図や表をかき、実り多い 
 復習の場となっています。 









審査員特別賞 

西中学校１年２組 

  

○モデルとなる取組例（ページ）をもとに、１日に 
 つき１人が「担当」となり、おおむね１人２ペー  
 ジずつ、復習を意識した学習ができています。 
○学習のはじめに、自分の前の担当への評価、最後 
 に自身の学習に対する振り返りを書いています。 
○内容を捉えた担任の先生の励ましの言葉やアドバ 
 イスも、生徒の意欲を支えているものと思われま 
 す。 
 







【マイ☆２  ずっとつづけて 
       がんばっている部門】 

応募総数 ２５点   



特 選 

城西小学校６年  
 山本 真嵩 さん 

  

○バケツ稲選手権参加の記録。「１粒のモミを何粒 
 に増やせるか」を競うもので、育てる過程におい 
 て、昨年度の経験を生かし、土や苗の選び方、種 
 まきの方法などを詳しく記録しています。 
○「観察」では、天気、温度、気づいたことをほぼ 
 毎日記録し、草丈や葉身長、葉幅、茎数について 
 は成長の様子をグラフで示すことにより、見る人 
 にとって分かりやすい記録になっています。 











入 選 
佐和山小学校６年  
 江南 優花 さん 

  

○平成２７年２月から平成２８年７月の約１年半にわ 
 たる、サッカーの練習や試合の記録をとどめたサッ 
 カーノート。大学ノート３冊にわたっています。 
○試合に勝った時も負けた時も、冷静に結果を振り返 
 り、勝敗の要因を長い文章で記録しています。 
○コートの図に味方チームや相手チームのポジション 
 を点で示し、動きを矢印で示すなど、勝利に結びつ 
 く手だてを論理的に追っている様子がうかがえます。 
○試合のないときはマラソンや自主練に取り組んでお 
 り、華やかなだけではない地道な努力を積み上げて 
 いることも伝わってきます。 









入 選 

稲枝西小学校４年  
 楠居 大樹 さん 

  

○大好きな琵琶湖や、そこに生息する魚と触れる経験 
 の中で浮かんだ疑問が、この研究の動機となってい 
 ます。 
○特に関心を寄せる固有種の魚や外来種について一つ 
 ひとつ調べることで、生態系を保つことの大切さに 
 気が付くことができています。 
○固有種の漁獲量の変化と外来種の数、琵琶湖の開発  
 工事などを結びつけて考え、ただ魚が好きという思 
 いだけではなく、その境遇や立場に思いを寄せ、琵 
 琶湖を含む自然そのものを大切にしたいという思い 
 を強くもつことができています。 










